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地球環境部門

特別賞
株式会社阪急交通社

環境保全型トイレの寄贈

【取組概要】

日本の世界自然遺産や文化遺産等の観光地や景勝地におけるトイレ不足の解消を図り、
観光客や地域の方々の利便性を高めるため、また景勝地や観光地の自然環境保全し次世
代に継承することを目的に、地域の皆さんと連携して、
2007年より環境保全型トイレ(※)の寄贈を行っています。
これまでグループ会社との共同設置を含め計6か所に

寄贈・設置してきました。今後も地域社会の問題解決と
観光で訪れる皆様にも安全快適に自然を楽しんでいただ
くため、継続して活動してまいります。

※環境保全型トイレ：バイオトイレ。
おがくずの中の微生物の力で排泄物を分解するため排水
設備が不要で環境に配慮したトイレ

【講評】

SDGsターゲット「6.2（適切かつ平等な下水施設・衛生施設へのアクセス）」､
「6.3（汚染の減少)」､「15.1 (森林、山地等の持続可能な利用）｣､「15.4（山地
生態系の保全)」等への貢献と考えられ、大変素晴らしい取組みだと思います。


